

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































取傑騰 籍1轟 羅 「家欄 懸縣 繭 蔽;筋 齋 費掛
② 明治5年 欄社家 は,明 汗}6年2月 現在。
(3}()内 は,明 治6年 分村 のi騎 村分
。
明 治5年(%)明 治8年(%)
騰 三 計 百姓■ ワ隆 計 ドf姓
31.38.323 .519.535 .310.025.915 .fi
31.816.720 .530.229.41U .022.228 .7
36.475二 堕 堕31塑
.劉・二堕 』」5・7































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表2大 山 崎荘 百 姓 土 地 所 持 規 模 別 階 層 構 成(明 治2年)







































馳 は田 畑 ・薮 の合 計(一 ・部薮地 の瀦 は棚)
.山 地 は箇所 数
のみ判明 し面積 は不明。



















































































































































































































































































































































































































































農,「 高槻 屋」,宿 屋
i
一一亜 ヨ
農 「米屋L米 屋 ・酒造業・材木臨 庄屋
1農,製 茶,幕 末期社役 人




農,「 米屋」,絞 油 ・竹仲 買
社家,i=族,離 宮八幡宮祠掌
t農,絞 油 ・製 茶,庄 屋
k
社家,七 族






























1「 「紳 年 賄 勘 金雛 諸懸取臓 」(離宮八欄 文書)・「耕宅収穫地価一'罫購 」(明
{2)治織 霧は灘 繋 欝 為 留籍1含薮)の合計(山林を含まない).明治5年は
改租 前反別。
(3)21以 下 は分村 した山崎村 の住民。Aは 安政3年 神領改革時の14人 衆 のメ ンバ ー。
(4)3の21年 は円明寺村鮪 分を入れ9,1827,さ らに分家(11年5∫Dを 含め ると10・3922・
1欝 縣1器11雀説 曽53饗1巌ρ罐蹴 縣 嚥 鷺 撃
22・23は3町 前後 をそれぞれ山崎村 に所有(本 表の5年 の数値 に含 む)。
(5)考 欄 の 儂 」 は身分呼称 のrrf姓 」と臓 で泌 ず し織 業の実態 儂 業)を 示す もの





































{Dlモ 申年 田方畠方金納 並諸懸取 立帳」(離 宮八幡宮文書)よ り作成
。②f
二地 は田方 と畑方(屋 敷地 ・薮を含む)の 合計。
(3)明 治5年 棚 在の騰 別戸数 は・ 平民173(大 山崎ll6
,山 崎57),社 家4・(大 山崎34,
1£繭6)・ 搬16(杣 崎13,Li繭3)冶 計229で ある
.内,1=地 鯖 有 は23(平 民12,社
家6註 職5)・ 従来村民で あ った と思 糠 るが戸籍 にな く一 二地 を所有す る都(蝦
z社 家2)。 無住職 で ヒ地 を所有す る寺院7
。
(4)掲 出外 に,]T.保 役 田1町7703,紀 氏 中3515 ,五 位川町中21,勾 当田506。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































商 経 論 叢 第32巻 第1号260










人数 (%) 筆数 面積 C%)
_}
① 反
2 4.9) 4 271,921 (47.4)
②
3 {7.3) 7 100,418 (17.5)
s {14.6) 24 74,313 (13.0)
11 (26.8) 45 80,318 (14.0)
③
19 (46.3) 42 46.22 (8.1)
















山林箇所付帳」(明 治5年,離 宮八幡宮文 書)よ り作成。「城州分
城州分大Lh崎 荘のLi」林 は大 き く2箇 所 に分れ,「 内野 山地害ll」13筆111反11S,「 中H1地liI
地割 」109筆462反314と な る。
(3)面 積 は朱 書訂正分の数値 を採 った。訂1E前 よ り25%多 い。
(4}奥 書 は明治6{1…6月 付 とな っている。 なお,原 史料 の合緬 所数1よ124齢 とあ り・ 明治
9年1月 までの所 有移動 も記 入されて いる。
(5}ill嫁 の所緬 積 は,字 糊 貞行1筆115,井 尻栄貝lj3筆19・6・ 藤酷 則2筆1212・ 灘
























① 元村 中持 ・庄 内各 戸へ割 渡 し分49111258
② 観 音一寺(ヒ 岐 本性分 含む)19円729
③宝 寺13円402
④ 旧社家5人,秦 以俊(大 念寺)
匝 亘 一」
注(1>「 明治十五年 分山地租徴収簿」(離 宮八幡宮文 書)よ り作成。
(2}1[1社 家 の所有地価額 は,津}購 郎 ・円 ・44,井 尻 献 良1～1円4・8・e.;｠清 ・円378,灘
則繁1円191,藤 井鹿太郎1円361。













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































商 経 論 叢 第32巻 第1号262
表7大 山崎荘諸身分の土地所有 と等級(明 治5年)
1
上 中 F 合 計 同%
(反)
一
平民 社家 平民 社家 平民 社家 平民 社家 平民 社家 一
一
30～60 6(1)2(1)
㎝ 一一 一 一　 6{1)2(1)3.85.9
2030 4(1}5(1)






一} 9(0)一 3(2)7(2) 12(2)7(2)7.620.6
1～3 2(1)一 17(5}一 一一 11(3)4(0) 3Q(9)4(0)19.111.8
1未 満 i{o) 15(8)一 60(22)1(0) 76(30)1{0)48.42.9
0
一} 1(0)一 一 4(2)一 一5(2)一 一一3.2一
刷闇
合 計 31(13)8{2) 48(13)9(2) 78(29)17(2)157(55)34(6)100100 _η 一
1同%
19,723.5 30,626.5 49.750.0100100」
注(1}「 家別入用取 立帳」(明 治5年 正月),「 家別入用懸取 立帳」(明 治6年2月),「 モ申年 田
方畠方金納並諸懸取立帳」などにより作成。
② 七族の等級 は明治6年 。
(3)()内 は,明 治6年 国界碑論争後摂津国(大 阪府)尉 郡山崎村 と して分離 し炉 数・
㈲ 掲 出外 に}等 級 があ るが戸籍 ・t地 所有関係の不明の家2(下 等)。
(5)土 地 を所有 し戸籍 もあるが等級 のない家10(内,社 家2)。
(6)戸 籍があるが等級 ・土地所有 ともにな い家13(内,社 家6)。



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































264商 経 論 叢 第32巻 第1号
「近
代
に
お
け
る
社
家
身
分
の
再
編
過
程
ー
大
山
崎
離
宮
八
燐
集
材
と
し
て
止
(『人
文
研
究
』
一
・
喜
、
冗
八
八
年
)
を
参
照
.
(
3
)
「宗
門
人
別
御
改
帳
」
(疋
田
穗
家
文
書
)、
「社
中
薩
戸
笹
(讐
八
讐
文
穀
.)、
覆
津
国
嶋
上
郡
第
、長
山
崎
村
戸
籍
出
雀
最
調
(礁
纈
郷
麟
鱗
叢
騨
臨脳
辱
糖
擁
黙
艶
諜
敵編黙
雛
糎
餉欝
硝縮
翫
舗
輪
勤
補鐸
融
腿
期
熱
頗磐
類
魎
隔
鯛
満
観
孫
編
矯
脇
耐鱗
蠣
匠砧
糖灘
(踊
を
難
劉
役
葦
の
う
ち
・
宝
与
が
排
仏
殿
釈
を
免
が
れ
蕪
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「讐
八
雛
大
山
崎
荘
歴
史
調
査
報
出.」
(
『
歴
史
と
民
俗
』
一
三
号
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
)
参
照
。
(
6
)
『
町
史
本
文
編
』
四
五
一
頁
参
照
。
(縄
五
t
ハ
年
四
月
四
日
・
現
韓
茎
山
を
巡
検
し
た
夜
・
丹
羽
邦
峯
は
お
人
柄
の
洒
落
風
の
豪
嶺
れ
た
次
の
音
を
宿
に
残
し
て
い
る
・
九
五
年
九
尺
現
地
再
調
査
の
折
、
立
寄
っ
た
..、笑
亭
で
芳
名
録
を
繰
り
往
時
が
偲
ば
れ
機
無
量
で
あ
.
た
。
区
右
な
㌻
虐
諺
毛
行
が
ち
p糞
の
中
ー
ノ
フ
'
ゴ
ア
ー-
免
諦
-
ゴ
き
偏
脚
る
認
初
斐
・身
汐
畠
θ
